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〈解説〉

鶏および他の烏におけるニューカッスル病の病態

中村菊保

農研機構・動物衛生研究所 干305-0856 茨城県つくば布観音台3-1-5
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はじめに

ニューカッスル病 (ND)は，家禽および他の多くの

鳥類の急性ウイルス病である。本病は世界中で問題と

なっており，主な症状は呼吸器病であるが，衰弱，神経

症状，下痢も示す。死亡率はさまざまである。原因ウイ

ルスである NDウイルスはマイナス一本鎖RNAウイル

スで，パラミクソウイルス科 (Paramyxoviridae)パラ

ミクソウイルス亜科 (Paramyxovirinae)アブラウイル

ス属 (Avulavirus)に属する。 NDウイルスはトリパラ

ミクソウイルス 1型 (avianparamyxovirus 1)とも呼

ばれる。このほか， トリパラミクソウイルス 2~1O型

(avian paramyxovirus 2~ 10)があるが，これらのウイ

ルスの鶏に対する病原性はない。 NDは高病原性鳥イン

フルエンザ (HPAI)とともに，鶏群に高い死亡率や養

鶏産業に対する経済的損害をもたらし，国際的貿易の制

限や禁輸に至るため. OIE (国際獣疫事務所)の烏疾病

のリスト A疾病(現在はA.Bの区別がなく，一括し

てリスト疾病とする)に属していた。本誌において，

ND全般26) NDの防除対策幻)でも解説されている。ま

た鶏における高病原性烏インフルエンザと NDの比較病

理学についての解説43)がある。ここでは，鶏および他の

烏においてみられる NDの病変およびNDの病理発生に

ついて述べる。

1. NDの歴史

ニューカッスル病(ND)は1926年に英国の鶏でおこっ

た高病原性疾病を DoylelO)によって命名された。 1926

年春にニューカッスル・アポン・タインに近い農場で最

初に大発生があったので，ニューカツスル病と命名され

た。とりあえずの仮の疾病名であったが，現在にいたる

までこの病名が使用されている。トリパラミクソウイル

ス1型 (avianparamyxovirus type 1) も同義語である
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が“NDウイルス"は国際獣疫事務局 (OIE)では，強

毒株を意味するので，弱毒株の場合にトリパラミクソウ

イルス l型と呼ぴ区別することがある。英国の発生の前

に1926年3月にインドネシアのジャワでも同様の疾病

がみられた詑)。これらの発生には関連があると考えられ

ている。すなわち，インドネシアなどから船で鶏肉，鶏

卵，生烏などが英国のニューカッスルの港に運ばれた結

果であると推測されている。その後世界各国に広がった。

米国では 1930年代の中頃にカリフォルニアで比較的軽

度の呼吸器病を示し，時に神経症状を示す疾病がみられ

た。そのため，肺脳炎 (pneumoencephalitis)と名付け

られた。死亡率はまれに 15%以上になったが，通常は

低かった。その後米国の東海岸部にも広がった。 1926

年に韓国でも発生がみられ.1927年6月にインドでの

発生もあった。わが国では.1930年(昭和5年)に関

東地方で大流行したのが，わが国最初の発生とされてい

る。 1936年(昭和 11年)8月に家禽ペストとして法定

家畜伝染病に指定された。この時点では家禽ペスト

は，鳥インフルエンザとニューカツスル病との区別はつ

けずに，両方が含まれていた。ょうやく. 1951年(昭

和26年)6月，家禽ペストと区別してニューカツスル

病として法定家畜伝染病に指定された。その後は病原性

についてはあいまいにした状態で. iニューカッスル病」

としていたが，最近では.2011年(平成23年)10月1

日に家畜伝染病予防法の改正により，家畜伝染病として，

「ニューカッスル病J.届出伝染病として. i低病原性
ニューカッスル病」と病原性で明確に区分するように

なった。

2. 病原性についての分子病理学

NDウイルスの細胞内での増殖には，ウイルスのF蛋

白がウイルスと細胞膜と融合させ，ウイルスゲノムを細

胞内に入れ，増殖が始まる。よって.F蛋白はウイルス

の増殖に必須である。 F蛋白は最初糖蛋白の前駆体FO

であるが，開裂によってポリペプチドのF1とF2になり，
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開裂にはトリプシン様蛋白分解酵素が必要である。弱

毒では細胞外に分泌された酵素を利用する。よって，酵

素を分泌する細胞がある呼吸器，消化管で増殖する。そ

れ以外の酵素を分泌しない臓器では増殖することはでき

ない。しかし強毒ウイルスは細胞内のプロテアーゼを

利用することができる。このため全身の細胞で増殖する

ことができる。

NDウイルスの細胞での増殖では，ウイルスの HN蛋

白を介して細胞表面に吸着し， F蛋白が細胞膜に突き刺

さり，ウイルスの膜と細胞膜が融合します。ただしこ

の融合は F蛋白が関裂していることが必要です。 F蛋

白の開裂にはプロテアーゼが必要です。弱毒ウイルスで

は，消化器，呼吸器のプロテアーゼ(消化器 トリプシ

ン，呼吸器 トリプタクララなど)のみにおいて増殖し

ます。しかし強毒ウイルスはすべての細胞のゴルジ装

置にあるプロテアーゼ(フリン (furin)が代表的なプ

ロテアーゼ)によってF蛋白を開裂することができる。

このほか， NDウイルスにはF蛋白以外に赤血球凝集素

ーノイラミニダーゼ(日闘があり，これが病原性に係

わっていることをリバースジェネテイクス技術を使って

証明した21)。
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ウイルスは感染する。 FOの開裂能は生体でのウイルス

の病原性と関係する。多くの研究で，強毒ウイルスの

FO開裂部位で多くの塩基性アミノ酸の存在が確認され

ている。通常，シークエンスで 113RQK/RR'Fll7は強毒

ウイルスである。一方，弱毒ウイルスはシークエンス

113 K/RQG/ER'Lll7を有する 1)0 117では Fであるとが強

毒株に必須であるが，その理由はよく分かっていない。

De Leeuwら9)は，鶏の脳で 1代継代後に NDウイルス

の病原性が変異した株の F蛋白開裂部位の変化を調べ

て， 117の位置に F，116の位置にR， 115の位置にK，R，

113の位置に Kでなく Rがあることが必要であるとい

う結論に達した(表)。

NDウイルス株のFO開裂部位でのアミノ酸配列1，9)表.

開裂部位のアミノ酸
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吉
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ウイルス株

宿主における臨床症状，病変，それらの程度は，ウイ

ルス株，鶏種，宿主の免疫状態，年齢，混合感染などに

よって様々である。鶏は NDにもっとも感受性がある。

七面鳥，キジ，ウズラ，ホロホロチョウ，ヤマウズラ，

オウム，インコでは程度は様々であるが，致死性に感染

することがある。ダチョウ，ハトも感受性があり，病気

を引き起こす。カモ類は致死的な感染はなく，主に不顕

性に感染する。 KaletaとBaldauf22) は， free-living 

birds 8，000種のうちの約 2，5%にあたる 236種の鳥で

NDウイルスが分離された記録があるとしている。この

ように NDウイルスは非常に宿主域が広い。

鶏では NDの病型はウイルスの病原性により 5つの型

に分類される1，35)。すなわち，①内臓強毒型ND(viscero-

tropic verogenic ND， VVND) (ドイル型)，②神経強毒

型ND(neurotropic velogenic ND， NVND) (ピーチ型)， 

③中等毒ウイルスによる神経型 ND(mesogenic ND) 

(ボーデット型)，④弱毒ウイルスによる軽度ないし不

顕性呼吸器感染(lentogenicND) (ヒッチナー型)， 

⑤弱毒ウイルスの腸管感染に限定される(無症状腸感

染型)である。なお，研究者によっては(とくに，米国

ジョージア大学Brownらの研究グループ)，①内臓強毒

型ND(viscerotropic verogenic ND， VVND) (ドイル型)
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を強毒内臓型ND (velogenic viscerotropic ND. VVND). 

②神経強毒型ND(neutropic velogeruc ND. NVND)を

強毒神経型ND(v巴logenicneu廿opicND. VNND)と呼称

することがある 11即日)。

1)鶏のND病変

主に内臓強毒型，神経強毒型，中等毒型，弱毒型の病

変をもとに各臓器別の病変について述べていく。

a.呼吸器病変

一般的にほとんどのNDウイルスは呼吸器上皮に幸朗日

性があり，上部呼吸器で増殖し，種々の程度の病変をつ

くる 6お31.42.61)。弱毒型NDウイルスは主に トリ プシン様

酵素を分泌する呼吸器および消化器のみで増殖する。弱

毒型NDウイルスは B1株のよ うにワクチンとしても利
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写真 l. ND野外例にみられた肺の三次気管支にみら
用される。呼吸器の増殖し組織学的病変はつくるが， れた肺炎。Atrium内張り細胞，マクロファー

臨床症状を示さない。軽度の呼吸器病変をつくることに ジが著しく増殖する。 HE染色。

よって，抗体産生する。しかしワクチンによる軽度呼

吸器病変によって二次的に大腸菌が呼吸器で増殖し，呼

吸器病変が増悪する制。更にマイコプラズマ感染をさせ

た場合には，ワクチンによる呼吸器での大腸菌増殖はよ

り重度で、持続する刻。Nakamuraら42)は，ブロイラーの

強毒型NDにおいて，粘膜上皮細胞のウイルス抗原を伴

う気管炎，気嚢炎，三次気管支の atriumのマクロファー

ジにウイルス抗原を伴った肺炎 (写真 1.2)をみとめ

ている。Kotaniら31)は，弱毒型NDウイルスを接種し

た鶏の気管病変の経時的変化を述べている。接種後

1-24日まで線毛消失した気管上皮細胞がみられた。接

種3日がもっとも広範で¥その後徐々に線毛保有細胞で

覆われていった。組織学的に，上皮細胞の変性，杯細胞

増殖，上皮細胞層内および粘膜固有層における リンパ球，

偽好酸球浸潤， リンパ球集合がみられた。

b. リンパ性病変

伝染性ファブリキウス嚢病は主に鶏のBリンパ球を

ターゲットにして壊死・消失させる13)。しかし内臓強

毒型NDウイルスは鶏の全身のリンパ球を壊死・消失さ

せる5.7.46臼問。肉眼的に牌臓では白斑がみられる(写真

3)。ファブリキウス嚢，胸腺は萎縮する。組織学的に，

牌臓ではリンパ漉胞は多発巣状に壊死し線維素惨出，

細胞退廃物を伴って偽好酸球浸潤がみられる。ファブリ

キウス嚢でも i濯胞のリンパ球の消失した後，偽好酸球，

細胞退廃物を伴ったマクロファージ増殖で置換される

(写真4)0 Harrisonら18)は，強毒型，中等毒型，弱毒

型NDウイルスを鶏に接種して， リンパ組織で、のリンパ

球壊死，アポトーシスについて報告している。強毒型

写真 2. ND野外例の肺のNDウイルス抗原。NDウイ

ルス抗原がAtrium内張り細胞で陽性に染ま

る。免疫染色。

写真 3. ND実験例にみられた牌臓の白斑。ホルマリ
NDウイルスのみが鶏のリンパ組織のリンパ球の壊死・ ン固定後。

消失を引き起こし，アポトーシスも起こしていることを
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写真 4. ND野外例のファブリキウス獲の滅胞リンパ

球の壊死，消失，偽好酸球浸i閏。HE染色。

証明した。アポトーシスはNDウイルス増殖と関連して

いることを示唆した。なお，内臓強毒型以外のNDウイ

ルスではリンパ球の減少はみられず，あるいは逆に浸潤，

増殖がみられる。

C. 中枢神経病変

NDではしばしば神経症状を示し(写真5)，組織学的

に中枢神経病変を認める。岡管性細胞浸潤，グリア細胞

増殖，神経細胞壊死(写真6)をみとめる非化膿性脳脊

髄炎が特徴的である。 Eccoら11)は， 10株のNDウイル

ス株を接種した鶏の中枢神経系の病変について詳細に解

析した。すべての内臓強毒株と神経強毒株および中等毒

株の一部は鶏に非化膿性脳脊髄炎をつくった。脳炎は接

種後5日から病変が形成され， 10日では更に重度となっ

た。神経細胞壊死，神経食現象，グリア増殖(ミクログ

リア，アストログリア)，岡管性細胞浸潤，車山索変性，

脱髄，血管増殖がみられた。浸潤リンパ球は大部分が

CD3陽性のTリンパ球であった。GFAP(グリア原線

維酸蛋白)抗原陽性のアストログリア増生は接種 10日

で重度であった。 川崎らお)は内臓強毒型ND野外例 17

羽中6羽に組織学的に脳炎を確認している。また，分離

NDウイルス接種した 17羽中 11羽に組織学的に脳炎を

みとめている。Bhaiyatら2)は，神経順化させた中等毒

NDVを経鼻接種した鶏に非化膿性髄膜脳炎を示した。

大脳，中脳，延髄でみられ，脊髄ではみられなかった。

特に大脳で重度であったとしている。大脳では，接種後

4-21日に園管性細胞浸i閏，グリア増殖，神経細胞変性・

壊死，血管炎，接種後3日-21日で髄膜炎がみられた。

Shiraiら51)は非化膿性脳脊髄炎を特徴とする採卵鶏の

NDを報告している。分離されたNDウイルス株 (TY

-1株)は中等毒ウイルスであり，モノクローナル抗体

による解析から，ハ ト由来株であることがわかった。と

4 

写真 5. ND実験例の起立不能を示す鶏。

写真 6. ND野外例の大脳における神経細胞壊死と ND
ウイルス抗原陽性。免疫染色。

くに脊髄での病変が重度であり，脊髄では AE特徴病変

とされている大型運動神経細胞の中心性色質融解がみら

れた。実験的にも SPF鶏に同様の神経病変を再現でき

た。非化膿性脳炎に軟化病変を伴うことが報告されてい

るoNakamauraら42)は， NDワクチンを接種したブロイ

ラー鶏群でのND症例を病理学的に検索し，延髄の軟化

病巣を伴う重度の非化膿性脳炎を報告している。Bhaiyat

ら2)はブロイラーのND野外例において，非化膿性炎症

のほかに，大脳，脳幹，小脳の軟化，大脳，脳幹部の脱

髄を認めている。

d.血管病変

内臓強毒型では，多くの臓器の血管のう っ血，水種，

出血がみられる。このほか， 中膜の水種性変性，毛細血

管や小動脈の硝子化，小血管の硝子血栓，血管内皮細胞

の壊死などがみられる1)0 Nakamuraetal.40)は内臓強毒

型を接種した鶏の結膜固有層の小動脈のフィブリノイド

壊死(写真7)，線維素血栓形成，限禽下洞・鼻腔の粘



膜固有層の小動脈の壊死を報告している。 Ojokと

Brown46)は，問機に内臓型NDウイルス接種した鶏の結

膜で， 血管炎，血栓形成を報告している。Eccoら11)は内

臓強毒型NDウイルスを接種した鶏が非化膿性脳炎を示

した脳で， 血管炎あるいは血管増殖を認めた。 Bhaiyatら2)

は，中等毒NDウイルスに自然感染したブロイラーの脳

において，血管の内皮細胞および外膜細胞の増殖をみと

めている。 Crespoら8)は強毒NDウイルスに自然感染し

た闘鶏用の鶏の多くの臓器において広範な血管炎，時に

肺と肝臓において血栓をみとめた。

e.消化管病変

内臓強毒型の消化管における肉眼病変については，

Kaschuli3)および堀内ら却}によって報告され，消化管

のリンパ組織がある特定の部位(腺胃十二指腸，空腸，

回腸，盲腸)に出血，壊死がみられるのが特徴であると

している (写真 8)。組織学的には，粘膜固有層のリ ン

パ組織において，重度のリンパ球壊死消失，マクロフアー

ジ・偽好酸球浸潤がみられる。時に出血を伴う。リンパ

組織を被う腸上皮細胞は剥離し漬蕩を示す5)。基本的

には， 上記のリンパ性病変と同質の病変である。

f.結膜病変

ニューカッスル病 (ND)ウイルスが鶏に眼験結膜炎
を示すことはよく知られている 6.24.25.30.40.46印刷。また。

後述のように，人にも感染し結膜炎を起こすことも知ら

れている。結膜炎は臨床的にはNDの特徴症状のひとつ

である。 Nakamuraら40)は ND性眼験結膜炎の病理発

生を解析するために，実験的に結膜炎を再現した。肉眼

的には.H艮験結膜， とくに下限険の結膜が出血する(写

真9)。組織学的には，強毒NDウイルス接種鶏の眼験

結膜の粘膜上皮細胞増殖，粘膜固有層の小動脈の線維素

血管壊死，その血管周囲組織の水腫，偽好酸球，マクロ

ファージ、の浸潤が特徴的で、あった。粘膜固有層の病変の

重度な部位の結膜上皮細胞は腫大，剥離，消失がみられ

ることがあった。結膜炎は主に下眼験でみられ，両側性

にみられた。結膜病変と同様の病変は，鼻粘膜および眼

寓下洞粘膜でみられた。中等毒NDV接種鶏では組織学

的も結膜病変はみられなかった。Ojokand Brown46)は，

結膜において重度の水種， 線維素渉出，炎症性細胞浸潤，

血管炎，血栓形成をみとめ，ウイルス抗原も証明してい

る。

g.勝臓病変
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写真 7 ND実験例の眼験結膜固有層における血管の
フイブリノイド壊死，出血，細胞浸潤，結膜

上皮細胞増殖。HE染色。

写真 8. ND実験例の盲腸の出血。ファブリキウス嚢
萎縮している。

写真 9. ND実験例の眼験結膜の出血。

勝臓壊死や勝炎は高病原性鳥インフルエンザウイルス 臓において腺房細胞の広範な壊死を報告している(写真

に擢患した鶏41) ハクチョウ岨)でしばしばみられる。し 10. 11) 0 Meul巴mansらお)は，死亡したブロイラーの気

かし.NDでは稀である。 Nakamauraら42)は.NDワ 管，肺から分離した弱毒型NDウイルスを1日齢SPF

クチンを接種したブロイラー鶏群でのND野外症例の勝 ひなに経口投与して，急性腺炎を作ったと報告している。
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写真 10.ND野外例の膝臓壊死。HE染色。

写真11.ND催患鶏の降臓壊死とウイルス抗原。免疫染色。

勝臓の間質のリンパ球浸潤，腺房細胞の変性・壊死がみ

られた。Sustaら刊は，アヒル由来の内臓強毒型NDウ

イルスを接種した鶏において醇臓の多発巣状壊死をみと

めている。

h.生殖器病変

米国で神経強毒型NDが採卵鶏では突然で、かつ劇的な

産卵低下を引き起こしたことが報告されているお)。死亡

率は Oから 5%であった49)。産卵鶏での大きな損失は産

卵率の低下，卵殻や卵白品質の異常によった。産卵率の

回復は感染後 4~5 週間はかかった49) 0 Biswalと

Morrill4)はNDに，罷患した実験感染した産卵鶏73羽と

自然感染した産卵鶏6羽について，病理学的に検索した。

実験感染鶏では，有意に体重減少を示した。実験感染鶏

の6%が死亡した。自然感染例の 3群では，死亡率はそ

れぞれ， 0， 7， 25%であった。実験感染後5日， 7日の

鶏，および自然感染で発症して7日後の鶏の卵巣，子宮

からウイルスが分離された。HI抗体は実験例，野外例

写真 12.ND実験例の骨髄の壊死。HE染色。

とも上昇していた。感染鶏の一部で軟殻卵が産卵された。

組織学的には，卵巣では，卵胞の変性，閉鎖，偽好酸球

浸潤がみられ，その後リンパ球増殖がみられた。卵管の

子宮部では初期には偽好酸球浸潤，水種，出血，その後

リンパ球増殖がみられた。

わが国でも，佐々木ら団)はNDに権患した産卵鶏にお

いて 30%の産卵率低下を報告している。また，卵巣で

は出血卵胞，萎縮卵胞，卵墜性腹膜炎などの病変を確認

している。吉村ら61)もND擢患した採卵用成鶏で 20%

の産卵低下をみとめ，卵巣では血腫卵胞があり，組織学

的には卵巣に細胞浸潤があったとしている。堀内ら加)も

ND擢患鶏において卵巣の異常卵胞，その破裂による腹

膜炎を報告しているが，産卵鶏が急激な体力低下や発熱

を伴う病気で必発であり，特徴的な病変ではないとして

いる。

i 骨髄病変

内臓強毒型NDウイルスを接種した鶏の骨髄において

線維素i参出を伴う多発巣状壊死 (写真12)はしばしば
みられる日)0 Sustaら臼)はアヒル由来内臓強毒型ウイルス

接種鶏において，骨髄の破骨細胞，単核細胞，壊死周囲

組織にウイルス抗原をみとめている。Ojokand Brown46) 

は，内臓強毒型NDウイルス接種鶏の骨髄において多発

巣状ないし融合性壊死をみとめている。

j. 皮膚病変

高病原性鳥インフルエンザ (HPAI)では，肉眼的に

チアノーゼがあり，組織学的に真皮の毛細血管のうっ血

と真皮の重度の水種が特徴的で，血管内皮細胞に鳥イン

フルエンザウイルス抗原がみられる日)0 NDにおいて皮

膚病変についての報告はほとんどない。このため，皮膚

病変は HPAIとNDの重要な鑑別点となっている。し

かしまれにNDにおける皮膚病変についての記載があ

る。堀内ら加 は，内臓強毒型ND野外例において，肉
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眼的に肉冠が萎縮して黒ずんでいた症例を報告してい

る。しかし組織学的な検索はされていない。また，

Chevilleら6)は， NDウイルス接種鶏の頭部および頚部

皮膚において肉眼的には水種，組織学的には偽好酸球浸

潤を伴う表皮細胞の水種変性がみられたとしている。

2)ハトの ND

小野ら47)は，レースパトの NDについて報告している。

80羽のうち 40羽が緑色下痢，食欲不振，削痩，元気消

失を示し， 3羽が死亡した。 9羽を病理検査したが，肉

眼的には異常はみられなかった。組織学的には，腎臓で

は尿細管の変性および間質にリンパ球集合がみられた。

肝臓でもリンパ球浸潤がみられた。脳では神経細胞変性，

神経食現象がみられた。Maedaら却は， 1983-1984年にレー

スバトに発生したNDの病理について報告している。ハ

トは神経症状，下痢を示し，死亡率は 13%であった。こ

れらの症例ではNDウイルスが分離されたり，ウイルス

抗体を保有していた。なお，分離ウイルスは鶏に対する

病原性では中等毒であった。肉眼病変はみられず，組織

学的には牌臓，ファブリキウス嚢，胸腺のリンパ球壊死・

減少，間質性腎炎，肝炎がみられている。また，向後ら

却)は，強毒NDウイルスを 11羽のハトに筋肉内接種し

たところ， 3-4日後に発症(元気消失，食欲不振，緑便，

関口呼吸)し， 7 日後~26 日後までに神経症状(頭頚の

震え，翼マヒ，脚マヒ，後弓反張)を示したことを報告

した。死亡は1/11羽 (9%)であった。組織学的には，

小脳プルキンエ細胞のj農縮，膨化，消失，大脳血管壁の

肥厚，グリア細胞増殖，リンパ球浸潤，腎臓の間質のリ

ンパ球浸潤があったとしている。接種ハトの糞便からの

ウイルス回収は接種3日のみに分離され， 6-14日まで

分離されなかった。それぞれの糞便の 50倍希釈水を 70

日齢の鶏に飲水させたところ， 3日後の糞便では鶏は発

症し，死亡した (212羽)。この結果はハトから鶏への

ND伝播の可能性を示唆したo Wakarnatsuら国)は，内臓

型強毒NDウイルスを 10-20週齢のハトの結膜内および

気管内に接種した。 6羽中 l羽が接種 10日後以降震え

を示した。死亡はなかった。組織学的には，中程度から

重度のリンパ球性気嚢炎，小脳と脳幹における軽度のグ

リア細胞増殖，囲管性細胞浸潤がみられた。

このようにハトでのNDの主な症状は神経症状と下痢

である。死亡することは少なく，神経症状が長く続くこ

とが興味深い。組織学的には非化膿性脳脊髄炎，間質性

腎炎が特徴的である。

3)キジ類のND

中山ら叫)は，栃木県にあるキジ類の養殖センターで飼

育されていた日本キジ，キンケイ，コウライ，白キジな
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どのキジ類に発生した NDについて報告している。症状

は，元気消失，食欲不振，白色・緑色下痢，関口呼吸，

神経症状であり，発症率は 41%であり，死亡率は 5%

であった。肉眼的には気管出血，牌臓の腫大・白点，肝

臓の混濁腫脹，腺胃の出血・潰蕩，腸の出血・潰場，卵

胞の異常がみられた。組織学的には，牌臓のリンパ球の

重度壊死，肝臓のリンパ組織の壊死，盲腸扇桃のリンパ

球壊死とマクロファージ増殖，腺胃の固有層出血，卵巣

の卵胞内出血，頼粒膜細胞の異常増殖，気管の粘膜肥厚

と上皮細胞剥離・粘膜下織と固有層出血がみられた。

4)ウズラの ND

長谷)1119)は愛知県のウズラ農家での ND発生を報告し

ている。 60日齢のウズラが元気消失，食欲廃絶，緑色

下痢便，神経症状，死亡を示した。肉眼的には，腺胃，

腸の出血，卵巣の出血がみられた。宮本ら (1973)は広

島県のウズラ農家で 37~103 日齢のウズラが首振り，脚

マヒなどの神経症状をしめし，死亡した。死亡率は

39.5% (1900/4800羽)であった。少数例で旋回運動も

みられた。呼吸器症状，緑色下痢原はみられなかった。

産卵烏では，軟卵，無班白色卵，茶褐色卵などの異常卵

の出現が 1~5% でみられた。 102 および 103 日齢で神

経症状を示した 17羽を解剖したところ，卵巣の卵胞の

出血・変性・萎縮が 15羽にみられた。組織学的には，

検査した7羽中 l羽の大脳に軽度の囲管性細胞浸潤がみ

られたのみであった。

5) アヒル，ガチョウ，ハクチョウのND

アヒル，ガチョウ，ハクチョウなどの7.K烏はNDVに

対して抵抗性であると通常考えられてきた1)。しかし，

Kingstonらお)は飼育されたアヒルにおいて神経症状，

死亡を伴う疾病を報告している。 FriendとTrainerl4)は，

鶏由来の強毒NDVを成マガモに実験感染させ，接種後

2日で臨床症状がみられたことを報告している。最初に

胸をついて，やがて起立困難となり，横臥し，両足によ

るペダ、ル運動，呼吸速拍を示した。接種後4日までに斜

頚，翼下垂が始まり，脚マヒが後続した。Estuω1012)は，

呼吸器，腸管，中枢神経症状を示す I羽のコブハクチョ

ウ，中枢神経症状を示す l羽のナキハクチョウ，呼吸器，

中枢神経症状を示す1羽のユキガチョウと l羽のカナダ

ガチョウなどがNDVに自然感染していたことを報告し

ている。

また， Wanら59)は，中国では飼育ガチョウにおいて

強毒NDVによる疾病の発生を報告している。すなわち，

8-300日齢で発症し，元気消失，食欲不振，下痢，神経

症状を示し，平均擢患率は 17.5%，平均死亡率は 9.2%

であった。肉眼的には，権患烏の腸のリンパ組織に一致

7 -



鶏病研究会報

して，粘膜の出血・壊死，牌臓の白斑，勝臓の出血が特

徴的であった。組織学的に，腸上皮細胞の重度壊死，リ

ンパ組織(とくに牌臓，ファブリキウス嚢，盲腸扇桃)

における重度のリンパ球壊死・消失，勝臓，腺胃におけ

る腺房構造の重度崩壊，脳における神経細胞変性，血管

周囲性水種がみられた。分離したNDVをガチョウひな

に接種し，野外例とほぼ同様の肉眼，組織病変が再現さ

れた。

6)七面鳥のND

Picacentiら却は，コマーシャル七面鳥およびSPF七

面鳥に弱毒，中等毒，強毒内臓型，強毒神経型のNDウ

イルスを接種し，病原性を調べた。鶏でみられるものと

類似の病変(リンパ組織，腸組織，中枢神経組織)がみ

られた。しかし概して七面鳥の病変程度は鶏と比べる

と軽度であり，より長く生き残りウイルスを排i世するの

ではないかと考察している。 Wakamatsuら闘は，内臓

強毒型NDウイルスをSPF七面鳥に接種し，すべての

七面鳥を死亡させた。組織学的に，全身のリンパ組織に

重度のリンパ球壊死・消失，中程度から重度の牒臓壊死

をみとめている。コマーシヤルの七面鳥では，発症はし

たが，死亡例はなかった。組織学的には，結膜水種，重

度のリンパ球形質細胞性気嚢炎，小脳，脳幹の囲管性細

胞浸潤を伴う中程度グリア細胞増殖，中程度のリンパ球

性壊死壊死勝炎，リンパ組織における軽度から中程度の

リンパ球減少がみられた。

7)人のND

NDVは，強毒野外株でも生ワクチンでも，人に一過

性に結膜炎を引き起こしうる1.17)。しかしこれは主に，

大量のウイルスに暴露されるおそれのある研究室の研究

員やワクチン接種する人に限定される。また，ワクチン

接種行われる以前に，食鳥検査での検査員が結膜炎にか

かったことがあった。しかし家禽飼育者や家禽肉消費

者において，いままで結膜炎の報告はない。非常に特殊

な症例であるが， Goeb巴tら15)は，人の肺でのNDウイ

ルス感染を報告している。すなはち，非ホジキン性リン

パ腫に擢患した男性が呼吸器不全で、死亡し肺組織の免

疫組織学的検査で肺胞上皮細胞にNDウイルス抗原をみ

とめた。分離されたNDウイルスはハト由来のウイルス

であり，ハトからの感染が疑われた症例である。

4. NDウイルスの細胞内での増殖と封入体形成

NDウイルスの増殖部位は主に細胞質内であるとされ

ている1)0 NDウイルスヌクレオプロテイン抗原の免疫

組織学的研究においても，抗原は主に感染細胞の細胞質

に局在する11，42)。しかし， Stevensら日)は電子顕微鏡で

NDウイルス実験鶏の小脳プルキンエ細胞の細胞質およ

び核内にヌクレオカプシッドを確認した。また， Tajima 

ら日)は， NDウイルス接種した鶏駐車泉維芽細胞の細胞質

および核内にヌクレオカプシッドが存在することを電子

顕微鏡観察で証明している。 NDウイルスの感染細胞か
らの出芽によって放出されることが証明されている旧日)。

通常， NDにおいて封入体をみることはほとんどない。

しかし，時にND擢患鶏において封入体の報告がある o

Kommersら却)は， NDウイルス接種したSPF鶏の脳幹

神経細胞，小脳プルキンエ細胞の細胞質内に好酸性細胞

質内封入体を観察し，それらは免疫染色でNDウイルス

ヌクレオプロテイン抗原陽性に染まっていた。 Tajima
ら部)は， NDウイルスを接種した鶏膝線維芽細胞の細胞

質および核内に好酸性封入体を光学顕微鏡で確認した。

上記のように，それらの封入体に一致してヌクレオカプ

シッドを確認している。また， Granzowら16) も鶏脹線

維芽細胞にNDウイルス接種し，細胞の電子顕微鏡観察

でヌクレオカプシッドを核内および細胞質内に確認して

いる。 Wilczynskiら印)は，神経型NDウイルスを接種し，

重度の脳炎を示した鶏の小脳の電子顕微鏡観察をして，

小脳プルキンエ細胞の核内にヌクレオカプシッドを観察

している。

おわりに

内臓強毒型NDウイルスは，リンパ球に強い親和性を

有し，これを破壊消失させることが特徴的である。重度

な症例では，全身のリンパ球が急激に消失する。鶏では

これほどの全身性リンパ球障害を引き起こす疾病はな

い。また，宿主の抵抗性あるいはウイルス株の病原性と

棺関関係により，亜急性に経過した場合に脳脊髄炎を起

こす。人にも感染し得るが，通常感染することはないの

で，その辺は安心で、きる。 NDはDoyleの最初の発見よ

り86年を経た。幸いNDウイルスは抗原性の変異はそ

れほどなく，代表的ないワクチン株のBl株で防御でき

ない変異株はない。いずれは豚コレラのようにわが国か

ら完全に淘汰され，ワクチンを接種する必要ない時が来

るかもしれない。しかし烏インフルエンザウイルスと

同様に宿主域が広いので，鶏において清浄化されても野

鳥で保持されれば，鶏に帰ってくることも考えられる。

幸い，最近での鶏のND発生はない。今後も適切なワク

チネーションと衛生管理に努めれば，清浄固として世界

に宣言する日も遠くないかもしれない。と結諾して終

わっていた。しかし原稿を書いている途中で， 2013 

年2月にわが国がND清浄国であることを OIEで宣言し

たというニュースが入った。その理由は 2010年7月の
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愛媛県発生以降発生がない。衛生指導が徹底し，サーベ

ランスでも発生がないことがあげられていた。現在はワ

クチネーションを実施している状態で発生がないと言う

ことなので，真の清浄固となるためには，ワクチネーショ

ンしなくてもいい状態にするのが今後の課題であろう。
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Pathogenesis of Newcastle Disease in Chickens， Other Birds and Humans 
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Summary 

Newcastle disease (ND) is one of the most important epidemic viral diseases in th巴 poultry

industry in the world. ND is caused by virulent ND virus (avian paramyxovirus 1)目 VelogenicND 

virus is abl巴toreplicate in the all host cells by cleavage of fusion protein using intracellular protease， 

although lentogenic ND virus can replicat巴 onlyin the respiratory and digestive tract wher巴 there

are trypsin-like enzymes. ND virus can induce the respiratory disease， syst巴miclymphoid necrosis， 

vascular damage， non-purulent巴ncephalomyelitis，pancreatic necrosis， tubulointerstitial nephritis， 

conjunctivitis， bone marrow necrosis， fibrinous thrombi in liver， and egg drop in chickens. NDV 

produces clinical diseases or subclinical diseases in other birds and humans. 

り.Jpn. Soc. Poult. Dis.， 49，ト11.20l3) 
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